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特用林産物 ってなあに？＜特別展示＞ 「 」

～ ～ （ き の こ も身 近 に あ る 森 林 の 恵 み
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切り拓く未来

月21日～10月2５日開催）（10
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（９月30日～10月４日開催）
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◆ 「消費者の部屋」では、消費者の皆さまとのコミュニケーションを深めるため、農

林水産行政や食生活などの情報を提供しています。また、農林水産省の北別館１階で

行われる展示には、多くの方々に御来場いただいております。

☆ 展示の御紹介
●令和元年10月の開催状況 （以下の４件になります。）

期 間 展 示 名 入場者数

９月30日～10月４日 【特別】ココロにおいしい冷凍食品 1,276人

10月７日～10月11日 【特別】岩手県・宮城県・福島県農業 900人

農村復旧復興パネル展

10月15日～10月18日 【特別】 「特用林産物」ってなあに？ 691人

～身近にある森林の恵み～（きのこもあるよ！）

10月21日～10月25日 【特別】 バイオテクノロジーが切り拓く未来 437人

●令和元年11月の展示予定 （以下の４件になります。）

期 間 展 示 名

11月５日～11月８日 【特別】ライフスタイルに「和食」を手軽に取り入れよう

11月11日～11月15日 【特別】サケの驚くべき本能とは？

～食べてもおいしい国産サケ～

11月18日～11月22日 【特別】太陽と大地の恵み 砂糖

～日本の砂糖の安定供給を支える仕組み～

11月25日～11月29日 【特別】「和の空間」でおもてなし

～伝統ある和の文化 お茶、畳、和装の紹介～

※展示予定は予告なく変更されることがありますので、ご了承願います。

◆テーマ ココロにおいしい冷凍食品 ◆

10月18日は「冷凍食品の日」です。冷凍食品を使うことで、時間の余裕と心のゆとりが

生まれ、食卓をより豊かにすることができます。今回は、冷凍食品の優れた特性、家庭で

の保存方法、調理方法などについて、パネルや動画でお伝えしました。また、日々進化す

る冷凍食品の品質やおいしさについて、試食も交えながら、冷凍食品の美味しさ、手軽さ、

素晴らしさを紹介させていただきました。

例年好評の「冷凍食品クイズ」 展示の全景 冷凍食品の製造工程の説明
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◆テーマ 岩手県・宮城県・福島県 農業農村復旧復興パネル展 ◆

東日本大震災の発生から、早くも８年半が経過しました。岩手県、宮城県、福島県は、

この震災により甚大な被害を受けましたが、その間、全国の皆さまからの御支援をいただ

きつつ、復旧・復興の完遂に向け、現在もなお、全力で取り組んでおります。令和初めて

の収穫をした各県産のお米を配布しながら、農産物等の消費の呼びかけを行い、東日本大

震災が風化しないよう理解を深めていただきました。

展示の様子 各県の「ゆるキャラ」も応援 展示は、県毎に実施

◆テーマ「特用林産物」ってなあに？～身近にある森林の恵み～(きのこもあるよ！)◆

10月15日は「きのこの日」です。特用林産物の代表である「きのこ類」をはじめ、木炭、

竹、漆製品等の特用林産物について、パネル、パンフレットと併せて、実物のきのこ（普

段見られない、珍しいきのこも！）や木から取れるアロマ等を展示・紹介し、特用林産物

に関する理解を深めていただきました。

各種きのこが勢揃い アロマの数々（スギは各季節毎） 漆（うるし）製品の数々

◆テーマ バイオテクノロジーで切り拓く未来 ◆

近年、ゲノム編集をはじめとした新育種技術について、急速に開発が進められています。

それら最新の育種技術や、その技術によって開発された農作物などの研究成果について分

かりやすく展示し、来場者の方々に最新の情勢について理解を深めていただきました。ま

た、「アマランサスの品種改良」、「きのこの品種改良」と題したミニ講演会も好評で、各

回とも多くの方にお聴きいただきました。

バイオテクノロジーの成果 育種による各種イネ 高校生も見学
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☆ 学校関係の訪問状況

「消費者の部屋」では、小・中・高校の修学旅行や校外学習の児童・生徒の皆さんに

向けて、農林水産省への訪問申込みを受け付けております。

また、農林水産省に関する様々な質問にも、分かりやすく説明しています。

省内見学では、大臣室や事務次官の執務室の前を通り、記者会見室、農林水産省図書

館（林野庁図書館）を御案内しています。（状況に応じて変更はございます。）

多くの児童・生徒の皆さんの訪問をお待ちしております。

令和元年10月の来訪者は以下のとおりです。

■ 令和元年10月の訪問 来訪者数

新潟県立新潟中央高等学校 （２年生） 11名

北海道帯広三条高等学校 （２年生） 12名

近畿大学附属小学校（５年生） 27名

新潟明訓高等学校（２年生） 15名

新潟県立新津高等学校（２年生） 14名

長野県大町岳陽高等学校（２年生） 31名

須磨学園高等学校（２年生） 38名

福岡県立宗像高等学校（２年生） ７名

合 計 ８校 155名

お申し込みについて

訪問を希望される場合は、事前にお申し込みが必要です。

お申し込みは、「消費者の部屋」ホームページ内に掲載されている、申込用紙に必要事

項を記入の上、FAX（宛先：03－5512－7651）にて御担任の先生を通じて御連絡下さい。

※訪問についての基本情報

・実施時間：火・水・木の平日１日２回（10:30～、13:30～）

（月・金は御相談下さい。ただし、都合により実施できない場合もあります。）

・所要時間：１時間10分程度 展示室見学、説明・質疑等･･･40分、庁舎案内･･･30分

・受入人数：20名程度（要相談）までとします。

訪問の様子

10/８

新潟中央

高等学校
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10/９ 帯広三条高等学校

10/９ 近畿大学附属小学校

10/11 新潟明訓高等学校

10/15 新津高等学校
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～ 修学旅行や社会科見学などの訪問をお待ちしています ～

10/23 須磨学園高等学校

10/24 宗像高等学校

10/18 大町岳陽高等学校
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☆ 令和元年 10 月の消費者相談状況（速報） 
    ～電話やメールで御相談を受け付けています～ 
  
   令和元年 10 月の相談件数は、141 件（前年同期 153 件）でした。このうち、問合せは
122件、要望・意見は８件、情報提供等は 11件でした。 
 
 図１ 月別の全相談件数の推移         図２ 子ども相談件数の推移    

                 
〔子ども相談〕  
 子ども相談専用電話を設け、農林水産業や食品に関する子どもからの相談や質問にお答

えしています。10 月の子ども相談件数は 11件でした。 
 
   表１ 相談内容別内訳                            図３ 相談内容別比率 
 
  項   目 件数  比率 
安全・衛生 28 20% 
表示 17 12% 
生産・流通・消費 17 12% 
学校訪問 13 9% 
商品知識 12 9% 
制度・基準 7 5% 
資料請求照会 7 5% 
食料自給率 6 4% 
輸出入・貿易   6 4% 
その他  28 20% 
   合   計 141 100% 
                      
 表２ 相談者別内訳                 図４ 相談者別比率       

              
  項   目 件数  比率 

一般消費者・消費者団体 62 44% 

高校生・大学その他学生  24 17% 
中学生以下 11 8% 

相談業務関係者 11 8% 
企業関係者及びその団体 9 6% 

農林水産業従事者及び
その団体 

4 3% 

マスコミ関係者 ３ 2% 

教員・学校関係者 ３ 2% 
不明・その他 14 10% 

  合     計 141 100% 
注）四捨五入の関係で割合（％）の合計は１００％とならない場合

があります。 
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☆相談事例（10 月分） 

Ｑ：外国人旅行者向けに日本食や農泊など、日本の食文化を紹介している「SAVOR 

JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）」はどのようなものでしょうか。また、私

は埼玉県在住ですが、埼玉県に認定された地域はありますか。 

 

Ａ：【SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）」とは】 

海外における日本食・食文化に対する関心は、「和食」のユネスコ無形文化

遺産登録、ミラノ国際博覧会等を通じて近年大きく高まっており、日本を訪れ

て「本場の日本食」を体験したいという外国人のニーズが高まっています。 

また 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会も見据え、今後と

も、訪日外国人旅行者数も増大していくことが期待されています。 

農林水産省では、このような機会を捉えて、地域の食とそれを生み出す農林

水産業を核として、訪日外国人を中心とした観光客の誘致を図る地域での取組

を「SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）」として認定する制度を 2016年

に創設しました。 

 

【埼玉県の SAVOR JAPAN 認定地域】 

「SAVOR JAPAN」地域はいずれも厳正な審査により農林水産大臣が認定してお

り、2018年時点では 21地域が認定されています。 

     御質問いただいた埼玉県では、秩父地域が 2018年に認定されています。秩

父山系の豊富な湧き水と盆地特有の気候を活かした「ずりあげうどん」やそ

ば、川魚料理が発達しており、近年は酒蔵や醸造所、ワイナリー、地ビールな

どの酒造りが盛んで、川下りや温泉など水資源を活用した訪日外国人観光客の

誘致を積極的に進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「SAVOR JAPAN」では、地域特有の郷土料理など、地域ならではの食を中心と

した日本の魅力的な農山漁村を御紹介しています。 

【参考】農林水産省 HP「SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）」 

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/eat/savorjp/index.html 

「SAVOR JAPAN」の認定ロゴマークの紹介 

日本の農山漁村の豊かな自然をテーマに、それぞれの土地に生まれた食文化

や、美しい日本の神髄を体感していただきたい願いを込めています。モチーフは

「山」、「海」、「田」、「畑」、「川」、そして「箸」です。 
 



- 8 - 
 

☆相談事例（10 月分） 

Ｑ：豚コレラの感染地域拡大に伴い、豚へのワクチン接種が行われると聞きまし

た。ワクチン接種は全国で行われるのでしょうか。また、ワクチン接種された

豚肉を食べても大丈夫ですか。 

                       

Ａ：【ワクチン接種は全国で行われるのか】 

   ワクチンの接種は、専門家の意見を踏まえて設定したワクチン接種推奨地域

に限定して行うこととしており、全国的に行うものではありません。 

ワクチン接種推奨地域は、野生イノシシにおける豚コレラの感染状況や農場

周辺の環境要因を考慮し、野生イノシシからの感染のリスクが高い地域を、専

門家の意見を踏まえて設定しており、随時見直すこととしております。  

 

【ワクチン接種された豚肉を食べても大丈夫か】 

   今回使用する豚コレラワクチンを接種した豚の肉を食べても、人の健康に影

響はありません。また、豚コレラワクチンは、昭和 44年から平成 18年の間、

37年間にわたり、国内のほとんどの豚に使用しておりましたが、人の健康に被

害があったという報告はございませんでしたので、御安心して召し上がってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

・農林水産省 HP「豚コレラについて」 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/index.html 
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☆地方の「消費者の部屋」だより
消費者の部屋関東農政局

関東農政局「消費者の部屋」は、ＪＲさいたま新都心駅から徒歩７分、さいたま新都心

合同庁舎２号館１階に常設の展示コーナーを開設し、農林水産省の主要な政策や身近な食

生活に関する情報を消費者にわかりやすくお伝えできるよう工夫しながら、運営していま

す。また、庁舎の 階には消費者相談室を設け、来訪者の相談対応を行っています。12

【消費者の部屋常設展示】

庁舎１階食堂入口奥部分に設置した「消費者

の部屋」において、食育や食品の安全性に関す

る情報から、管内のイベント情報、広報紙「ａ

ｆｆ」の紹介まで、年間を通じて幅広い分野に

渡り、パネル展示による情報発信や、パンフレ

ットを配置して情報提供をしています。

【消費者の部屋特別展示】

主要な政策のうち、消費者の皆様に特に理解を深め

てもらいたいテーマについて期間を決め、さいたま新

都心合同庁舎２号館１階エントランスホール及び埼玉

県男女共同参画推進センター交流サロン（ホテルブリ

） 。ランテ武蔵野内 において特別展示を実施しています

「 、本年 月には 食品ロスの削減に向けて～食べものに10
もったいないをもういちど。～」をテーマにパネル展

示を行い、食品ロスの現状や、様々な関係者が取り組

んでいる食品ロス削減の取組事例等を紹介し、多くの

消費者の方々に来場していただきました。

【移動消費者の部屋】

関東農政局管内で行われる様々なイベント等に参

加し、農林水産省の施策や食の安全に関する情報提

供等を行っています。令和元年度はこれまでに、５

月 日～ 日に行われた「女子栄養大学若葉祭」25 26
や、６月 日～ 日に行われた「第 回食育推29 30 14
進全国大会 やまなし 、９月４日～９日に行われin 」

た「やまなし食の安全・安心推進月間におけるパネ

ル展示 、 月 日～ 日に行われた「東京家政」 10 26 27
大学緑苑祭」等においてブースを出展し、パネル展示やパンフレット配布を通じて、食品

の安全性や日本型食生活、家庭用食料品備蓄の普及・啓発等を行いました。今後も様々な

機会を捉えて、消費者への情報発信に努めてまいります。

関東農政局 消費・安全部 消費生活課
〒330-9722 埼玉県さいたま市中央区新都心２－１

Tel 048-740-0096 Fax 048-601-0548

さいたま新都心合同庁舎２号館１階 消費者の部屋

移動消費者の部屋

（第14回食育推進全国大会inやまなし）

埼玉県男女共同参画推進センター

交流サロンでの展示の様子



- 10 -

☆「消費者の部屋」一口メモ

G20 新潟農業大臣会合が行われた、新潟県
新潟市の新潟明訓高等学校の生徒さんから、
我が国におけるスマート農業の取組状況や IT
農業、これからの農業展開に興味があること
から農林水産省を訪問して話を聞きたいと申
し込みがありました。

担当者から直接生徒の皆様に話をしてもら
うため、大臣官房政策課技術政策室技術調査
班担当の助川課長補佐が講師として対応いた
しました。

助川課長補佐は、入省後の海外留学で技術経営学を学び、現在スマート農業を推進する
部署で活躍しています。
スマート農業は、ロボット・AI・IoT 等の先端技術と、我が国で培われてきた農業技術

を組み合わせた新たな農業です。日本の農業現場の課題の一つとして、担い手の高齢化が
急速に進んで、労働力不足が深刻となっていることから、スマート農業を活用することに
より、農作業における省力・軽労化を進める事が出来ます。
また、導入に伴って新規就農者の確保や栽培技術の継承等が期待されます。
講義では、自動操舵の田植え機やロボットトラクターの映像を交えた分かりやすい説明

で、生徒の皆さんにとって大変有意義な時間となったようです。

農林水産省「消費者の部屋」へお越しの際は、北別館入口から入館していただくと便利です。

令和元年11月発行

編集・発行 農林水産省 消費・安全局
消費者行政・食育課「消費者の部屋」

担 当 中川、中西、山口、福島、小林、守屋
消費者相談電話 ０３－３５９１－６５２９

ファックス ０３－５５１２－７６５１

こどもそうだん電話 ０３－５５１２－１１１５

相談受付時間：10時～17時 土日祝日、年末年始を除く

インターネット相談窓口：

東京メトロ「霞ヶ関」駅 http://www.maff.go.jp/j/heya/sodan/index.html

下車。A5、B3a出口すぐ。

学校訪問（ゲストティーチャー編）
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